
 様式 

 

 

 

校種・学年 中学校・全学年 教科等 学級活動 

活用場面 様々な学校・学年行事の振り返りとして行う。 

 

１ 事例の概要 

・１年間の学校・学年行事の取組前や学校生活に目標をもたせ、行事後や年度末にその目標に対

して、自分のどのような力を伸ばせたか考えさせる。 

 

 （例）中学１年 ＮＯ.１－１ 「自分を見つめてみましょう」 

    中学１年 ＮＯ.１－６ 「１年間を振り返りましょう」 

    年度始めに①好きなこと、②自己ＰＲ（自分のよいところ）、③将来の夢、④中学生と

してどんな自分になりたいですか、⑤どんな学年にしたいですか、を記入する。 

    年度終わりに①どのくらい近づけたか数値と記述で記入、②なりたい自分に近づけたき

っかけや行事、③がんばったこと、学年のために取り組んだこと、④２年生になる自分へ

の応援メッセージ、⑤卒業する時のなりたい自分、を記入する。 

 

 （例）中学３年 ＮＯ.３－４ 「合唱祭」 

    事前に、①目標や練習で頑張りたいこと（学びたいこと、経験したいこと、努力したい

こと）、②どのような合唱曲を仕上げたいか、③みんなへのメッセージ、を記入する。 

    事後に、①振り返りの頑張り具合（数値と記述で記入）、②嬉しかったこと、自分の伸

ばせたところ、③難しかったこと、うまくいかなかったこと、④今後に生かしたいこと、

を記入する。 

 

・保護者も子どもの成長が確認できるよう、確認欄を設けている。 

                                                                                        

２ 活用の利点 

・１年間を通して、また３年間を見通した内容により、計画的に指導ができ、生徒の変容を教師

が確認、見届けることができる。そのことにより、個に応じた適切な支援につなげることがで

きる。 

・教師からの前向きな言葉やコメントなどにより、行事を通して生徒の自己肯定感を高めること

ができる。 

・保護者に学校での取組や生徒の様子を知ってもらうことで、キャリア教育としての通知表の役

割を果たしている。 

・日頃の学校・学年行事の取組と組み合わせることで、教職員の負担感の軽減にもつながってい

る。 

 

 

 

キャリア・パスポート活用例 
～学校・学年行事の振り返り～ 
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